
        Ｋａｒｒｏｎ　Ｏｉｌ   カロン・オイル
 　　　　（　亜麻仁油ベースの整腸＆スタミナアップ用オイル　）

【　商品説明　】　
カロンオイルは 亜麻仁油成分と水分を上手く混合構成させた体内で脂肪酸になる乳液状の

液体で、食餌に混ぜて馬に与えると、その性質上、一緒に腸に入る物質に このオイルが浸透

する度合いが非常に高く、この作用が消化を助け、腸に入った物質が含む成分の吸収力を

アップさせる働きをします。　　　　これは すなはち非常に高レベルの整腸作用を持っていると

言う事であり、せん痛などを 防止するだけでなく、摂取しづらいと言われるカルシウムなど、

競走馬にとって有効な成分の吸収力アップ、また 運動量が極端に少ない休養馬、舎飼中の

馬でも運動のない状態で 腸の状態を維持させることが出来る高性能オイルです。

腸の状態が良好であれば、特に馬なら、その毛艶になって現れますので 当オイルの使用前、

使用後の差は 目に見ることが出来ます。   また、競走馬の様な 短時間におけるスタミナが

要求される馬に対しては 脂肪酸の体内での生成は非常に価値のあるものです。

スタミナ不足の馬の体内でのエネルギー源を確保する為、運動量増加に際し よりスタミナを

アップさせる為にも このカロン・オイルは非常に役立つオイルなのです。

【　成分構成　】　
「浄化水」と、昔から日本でも良く使われている

 「亜麻仁油」のミックス、つまりは水と油と言う

二つの全く異なる成分が上手くブレンドされて、

他にも 酸化水素カルシウム や、プロピル・
ハイドロオキシレノール等が含まれています。

【　用法と販売パッケージ  】　
基本となる適量は、２歳馬以上で １日 ５０ｍｌ．

但し、初めて使う時は 例えば３歳馬に 最初、

３０ｍｌ．を１日２回、つまり１日の合計で６０ｍｌ．

を食餌に混ぜて与えて様子をみます。

この際、反応の早い馬で翌日、遅い馬でも２日後までに 量が多すぎたと判断される馬は

下痢をするか 軟糞を出すようになります。　　　この場合、その直後から量を ２０ｍｌ．の

１日２回、合計４０ｍｌ．に減らして様子を見ます。　　　これでボロの硬さが平常に戻れば

その量が その馬の適量と言うことになります。　　　平常に戻れば その量が その馬の 

適量となり、また、最初に１日計で ６０ｍｌ．与えてボロに問題のなかった馬は ６０ｍｌ．が

適量と判断されます。　　　つまり、このオイルに所定の量と言うものはなく、馬それぞれに

よって異なる「適量」を自分で探して　その量を継続して与えます。　　　この方法で毎日

同じ分量を与え、ボロの状態が良好だったのに、ある日突然 下痢をしたり 便秘になれば、

それが その馬の健康状態に問題があると判断出来るサインとなります。

パッケージは ２０ Ｌｉｔ．、５ Lit. 入と １ Lit.入容器があります。


